
・頑張る地方応援プログラム（その２）
・地上デジタル放送がはじまります
・ジオパーク構想が動き出す
・新たな住宅地で新生活を！
　こんにちは町長です
・第 30 回香住ふるさとまつり
・行政トピックス
　私たち、こんなことに取り組んでいます
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　　　　　      　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )
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人が躍動する　交流と共生のまち
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【写真】真夏の勇壮な一大絵巻
　　　海上花火大会 盛大に終わる !　

　7月 28 日、第 30 回記念香住ふるさとま
つり・海上花火大会で、今年も天をも焦が
す勢いで 2,800 発の花火が、香住の夜空に
打ち上げられました。



①
転
入
者
の
う
ち
20
歳

〜
45
歳
ま
で
の
方
で
、

町
内
に
住
宅
を
新
築
さ

れ
た
場
合
や
中
古
住
宅

を
取
得
さ
れ
た
場
合

に
若
者
定
住
促
進
奨
励

金
（
１
０
０
万
円
）
を

2

〝
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
そ
の
2
）

「
少
子
化
対
策
・
定
住
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

交
付
し
ま
す
。
賃
貸

住
宅
の
家
賃
奨
励
金

（
月
額
1
万
５
千
円
を

上
限
、
５
年
間
）
や

住
宅
取
得
借
入
金
奨

励
金
（
１
％
相
当
分
、

５
年
間
）
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

②
若
者
の
雇
用
拡

大
と
産
業
の
振
興

を
め
ざ
し
、
町
内
の

若
者
を
３
年
以
上

雇
用
す
る
見
込
み

の
町
内
の
事
業
所

に
対
し
、
若
者
雇
用

奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
（
10
万
円
）。

③
都
市
部
等
の
独

身
女
性
と
の
交
流

を
通
じ
て
町
内
の

独
身
男
性
の
結
婚

を
支
援
し
ま
す
。

（
若
者
交
流
事
業
と

し
て
、「
海
の
つ
ど

い
」
と
「
山
の
つ

ど
い
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
）

　

香
美
町
の
出
生
数
は
、
平
成
8
年
に

は
２
５
８
人
で
し
た
が
、
平
成
18
年
は

１
３
５
人
と
こ
の
10
年
間
で
減
少
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
と
高
齢

化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
出
生
数
の
減
少

を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
こ
と
は
本
町
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
の
原
因
が
、
若
者
（
若
い
夫
婦
）

の
減
少
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
若
者
定
住
、

結
婚
対
策
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

る
環
境
づ
く
り
な
ど
の
対
策
を
重
点
的
に

行
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
青
少
年
の
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
糧
と
し
て
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間

を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
や
る
気
の
あ
る
地
方

が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
独
自
の

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生

ま
れ
変
わ
る
よ
う
、
独
自
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前

向
き
に
取
り
組
む
自
治
体
に
対

し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
支
援

措
置
を
講
じ
る
と
し
て
、
本
年

度
か
ら
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
町
で
は
、
本
年
度

か
ら
３
年
間
、「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
次
の

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定

し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
２
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
町
政
を

推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
最
も

重
要
な
課
題
で
す
。

①
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観

　

光
振
興
・
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
少
子
化
対
策
・
定
住
対
策
プ

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

先
月
号
の
「
多
彩
な
資
源
を

生
か
し
た
観
光
振
興
・
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
続
き
、
今
月

号
で
は
「
少
子
化
対
策
・
定
住

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲村岡・放課後児童クラブにて

 
若
者
定
住
対
策
事
業



　

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
つ
青
少
年
の
育

成
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
「
ふ
る
さ
と
教
育

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
」
を
中
心

と
し
て
「
子
ど
も
た

ち
の
ふ
る
さ
と
学

習
体
験
発
表
会
」
の

開
催
や
地
域
の
伝

統
文
化
を
体
験
す

る
教
室
、
ふ
る
さ
と

語
り
部
な
ど
の
事

業
を
推
進
し
、
啓
発

し
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
に

「
ふ
る
さ
と
香
美
を

愛
す
る
心
」
を
育

ん
で
も
ら
う
た
め
、

小
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な

ど
に
ふ
る
さ
と
の

歴
史
、
産
業
、
自

然
に
ふ
れ
る
体
験

活
動
を
実
施
す
る

「
ふ
る
さ
と
香
美
町

い
き
い
き
教
室
」

事
業
を
行
い
ま
す
。

③
い
じ
め
に
よ
る

自
殺
や
生
命
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
事

件
が
発
生
し
て
い

る
な
か
、
人
間
形

成
の
基
礎
が
培
わ

れ
る
発
達
段
階
で
、

自

然

に

対

す

る

畏い

ふ怖
の
念
を
は
じ

め
、
命
の
大
切
さ
、

美
し
さ
に
感
動
す

る
豊
か
な
心
を
身

に
つ
け
る
た
め
、

自
然
に
触
れ
合
う

体
験
型
環
境
学
習

事
業
を
行
い
ま
す
。

④
特
定
の
分
野
で
専
門
性
の
高
い
郷
土
出

身
者
や
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
な
ど
を

学
校
に
招
き
、
体
験
談
な
ど
を
聞
く
「
い

き
い
き
学
校
」
応
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

昼
間
、
家
庭
に
保

護
者
の
い
な
い
児
童

（
幼
稚
園
児
お
よ
び
小

学
生
）
を
対
象
に
、

放
課
後
や
学
校
休
業

日
に
子
ど
も
た
ち
を

預
か
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
子

育
て
家
庭
の
就
労
を

支
援
し
ま
す
。

貸したり売り渡しができる空き家の情報を募集しています

3

①
子
育
て
学
級
、

子
育
て
講
座
、
子

育
て
相
談
、
体
験

保
育
な
ど
の
子
育

て
家
庭
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

②
子
育
て
情
報
の

収
集
・
提
供
や
関

係
機
関
と
の
連
携

な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

③
子
育
て
グ
ル
ー

プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

 

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業

 
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
）

 

子
育
て
子
育
ち
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　最近、都会から田舎暮らし
を希望される方が増えていま
す。山、川、海の自然に恵ま
れた香美町は、こうした田舎
暮らしに適したまちです。
　町では、少子化対策や地域

の活性化に向けて、多くの人に香美町に移り住
んでいただくために、空き家情報を提供してい
ます。
　また、町外の若者や団塊の世代の皆さんなど
の定住・長期滞在の要望にこたえたり、空き家

を有効活用した都市住民との交流などを図るた
め、空き家情報の提供を求めています。
　町内に、賃貸もしくは売買できる空き家（一般
住宅）をお持ちの人は、ぜひ、お知らせください。
　皆さんから寄せられた空き家物件の情報は、町
のホームページなどに掲載し、定住希望者などへ
情報提供します。
　なお、交渉・契約などについては当事者間でお
願いします。▲

問い合わせ先
　役場総務部企画課

　

さ
ま
ざ
な
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
事
業

（
延
長
保
育
、
障

害
児
保
育
、
一

時
保
育
な
ど
）
を

実
施
す
る
保
育
所

（
園
）
に
対
し
て
、

財
政
的
に
支
援
し

ま
す
。

 

保
育
所
運
営
支
援
事
業

▲

母
親
た
ち
の
子
育
て
へ
の
思
い
が
詰
ま

　

っ
た
文
集
「
え
が
お
」（
高
井
子
育
て
・

　

子
育
ち
支
援
セ
ン
タ
ー
発
行
）

ア
の
育
成
支
援
、
地
域
交
流
活
動
の
支
援

な
ど
地
域
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。



4

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
以
下
「
地
デ
ジ
」
と
い
う
）
は
、
香

住
局
（
三
川
山
）
か
ら
の
試
験
放
送
が
９
月
上
旬
に
始
ま
り
（
来
日
山

に
あ
る
城
崎
局
か
ら
も
同
時
開
始
）、
い
よ
い
よ
香
美
町
で
も
視
聴
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
両
方
の

電
波
に
よ
る
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
４
年
後
の
平
成
23
年
7
月
24
日

ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
ま
す
の
で
、
地
デ
ジ
に
向
け
て
の
ご

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

テ
レ
ビ
放
送
に
使
え
る
電
波
の

周
波
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
現
在

の
日
本
で
は
も
う
こ
れ
以
上
す
き

間
の
な
い
ほ
ど
過
密
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
余
裕
が
で
き
、
空
い
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ほ
か
の
情
報
通
信

技
術
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

９
月
上
旬
に
香
住
局
（
三
川
山
）
か
ら
試
験
放
送
開
始

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
は
じ
ま
り
ま
す

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
？

●
映
像
・
音
声
が
鮮
明
に
！

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
、
高
い
建

物
の
影
響
な
ど
電
波
状
況
に
よ

り
、
雑
音
や
映
像
、
音
声
の
乱
れ

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
が
、
地
デ
ジ

で
は
、
高
品
質
の
映
像
・
音
声
が

届
け
ら
れ
ま
す
。

●
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
！

　

ワ
イ
ド
画
面
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

の
高
画
質
、
Ｃ
Ｄ
な
み
の
高
音
質

で
、
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
な

臨
場
感
と
迫
力
を
楽
し
め
ま
す
。

地
デ
ジ
で
何
が
変
わ
る
の
？

●
一
つ
の
テ
レ
ビ
局
が
２
〜
３
番

組
の
同
時
放
送
も
可
能
に
！

　

一
つ
の
テ
レ
ビ
局
が
、
野
球
中

継
と
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
２
〜
３
番

組
を
同
時
に
放
映
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
が
い
つ

　

で
も
見
ら
れ
る
！　

　

デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
、
い
つ
で

も
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
な
ど
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
番
組
表
が
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
る
！

　

当
日
か
ら
一
週
間
先
ま
で
の
番

組
情
報
が
見
ら
れ
、
放
送
時
刻
の

変
更
が
あ
っ
て
も
予
約
録
画
に
す

ぐ
対
応
し
ま
す
。

●
番
組
の
ク
イ
ズ
な
ど
に
参
加
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
い
だ

双
方
向
サ
ー
ビ
ス
で
、
ク
イ
ズ
や

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
視
聴
者
参
加

型
の
番
組
が
楽
し
め
ま
す
。

●
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の

　

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
！

　

地
デ
ジ
で
は
、
字
幕
放
送
が

受
信
機
の
標
準
機
能
で
、
番
組
に

よ
っ
て
は
、
生
放
送
も
字
幕
付
き

で
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
マ

な
ど
の
筋
書
き
を
音
声
で
紹
介
す

る
解
説
放
送
を
楽
し
め
る
ほ
か
、

受
信
機
に
よ
っ
て
は
、
音
声
速
度

を
変
え
ら
れ
、
声
を
ゆ
っ
く
り
し

た
ス
ピ
ー
ド
で
聞
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
携
帯
電
話
な
ど
で
見
ら
れ
る
！

　

携
帯
・
移
動
体
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
（
通
称
「
ワ
ン
セ
グ
」）
に
よ
り
、

携
帯
電
話
、
車
載
テ
レ
ビ
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
乱
れ
の
少
な
い
映
像

が
受
信
で
き
ま
す
。

　

特
に
緊
急
災
害
時
に
は
、
電
話

が
混
み
合
っ
て
つ
な
が
ら
な
い
状

況
で
も
、
確
実
に
避
難
経
路
や
安

否
情
報
な

ど
を
受
信

で
き
、
生

命
財
産
を

守
る
た
め

の
重
要
な

情
報
端
末

と
な
り
ま

す
。

地デジに

変わる
！



【
共
同
受
信
の
場
合
】

①
共
聴
施
設
を
改
修
す
る
。

　

山
間
部
な
ど
の
よ
う
に
、
放
送
電
波
が
弱
く
テ
レ
ビ
が
見
え
に
く
い

地
域
で
は
、
難
視
聴
解
消
の
た
め
共
聴
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
聴
施
設
で
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
場
合
、
施
設
の
改
修
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
共
聴
受
信
点
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
、
施
設
の
規
模
、
老
朽
度
合
、
改
修
方
法
な
ど
で
、
費
用
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
、
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
買

い
足
し
も
必
要
で
す
。

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
の
組
合
は
、
Ｎ

　

Ｈ
Ｋ
か
ら
改
修
方
法
や
費

　

用
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。

※
自
主
共
聴
の
組
合
は
、
各

　

組
合
で
改
修
方
法
な
ど
を

　

検
討
し
対
応
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
１
世
帯
あ
た
り

　

の
負
担
が
著
し
く
過
重
と

　

な
る
場
合
は
、
国
の
助
成

　

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

②
共
聴
組
合
全
体
で
、
民
間
ケ

　

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ

　

ス
に
加
入
し
て
視
聴
す
る
。

　

加
入
に
つ
い
て
は
、
共
聴

組
合
内
で
よ
く
話
し
合
っ
た

う
え
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
存
共
聴
施
設
の

撤
去
費
用
の
負
担
が
発
生
し

ま
す
。

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加

　

入
や
既
存
共
聴
施
設
の
撤

　

去
に
対
す
る
助
成
制
度
は
、

　

あ
り
ま
せ
ん
。

5

地
デ
ジ
を
見
る
に
は
？

　

地
デ
ジ
の
電
波
は
、
三
川
山
な

ど
に
あ
る
中
継
局
で
中
継
さ
れ
、

さ
ら
に
地
上
に
向
け
て
発
せ
ら
れ

ま
す
が
、
電
波
状
況
に
よ
っ
て
、

個
別
受
信
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、

共
同
受
信
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、

地
域
に
よ
っ
て
受
信
方
法
が
異
な

り
ま
す
。

　

特
に
従
来
共
同
受
信
を
さ
れ
て

き
た
地
域
の
人
は
、
受
信
方
法
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
共
聴
組
合
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ワ
ン
セ
グ
機
能
の
あ
る

携
帯
電
話
な
ど
で
、
そ
の
場
所
で

地
デ
ジ
の
電
波
が
受
信
で
き
る
か

確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
地
デ
ジ
に
便
乗
し
た
悪
徳
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」
と
題

し
た
文
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
地
デ
ジ
受
信
へ
の
切
り
替
え
工
事

を
期
間
内
に
申
し
込
め
ば
、「
特
別
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
工
事
費
の
３

分
の
２
を
国
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
負
担
し
ま
す
」
と
偽
り
、
申
込
金
を
振

り
込
ま
せ
よ
う
と
し
た
。

　

※
地
デ
ジ
へ
の
移
行
に
便
乗
し
、
切
り
替
え
工
事
や
助
成
金
の

　
　

提
供
な
ど
を
装
っ
て
、
金
銭
を
請
求
す
る
よ
う
な
も
の
は
架

　
　

空
請
求
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
た
ら
直
ち
に
近

　
　

畿
総
合
通
信
局
放
送
課
（
℡
０
６
・
６
９
４
２
・
０
８
２
０
）、

　
　

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
役
場
総
務
部
企
画
課
に
ご
連
絡
く

　
　

だ
さ
い
。

【
個
別
受
信
の
場
合
】

①
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い

　

替
え
る
。

②
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買

　

い
足
し
、
今
見
て
い
る
テ
レ
ビ

　

（
地
デ
ジ
対
応
で
な
い
）
で
視

　

聴
す
る
。

③
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ

　

ー
ビ
ス
に
加
入
し
、
現
行
テ

　

レ
ビ
で
視
聴
す
る
。

※
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購

　

入
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

　

加
入
に
対
し
、
国
や
放
送
事

　

業
者
な
ど
か
ら
の
助
成
金
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

【
参
考
】

・
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
の
価
格

　

液
晶
15
型 

約
4
万
6
千
円

　

液
晶
20
型 

約
6
万
2
千
円

　

液
晶
26
型 

約
8
万
3
千
円

　

液
晶
37
型　
　

約
13
万
1
千
円

　

（
今
年
7
月
現
在
、
最
安
値
品
）

・
地
デ
ジ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
価
格

　

※
約
1
万
5
千
円

　

（
今
年
7
月
現
在
、
最
安
値
品
）

・
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
町

　

内
で
は
、
㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ

　

コ
ム
（
℡

０
０
８
８
・
25
・
１

　

０
１
０
）
が
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

　

て
い
ま
す
。
初
期
費
用
２
万
９

　

千
４
０
０
円
、
月
額
料
金
３
千

　

４
６
５
円
（
最
も
安
い
プ
ラ
ン
）

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
各
種
相
談
窓
口
】

●
地
デ
ジ
に
関
す
る
こ
と

・
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

　

（
平
日
9
時
〜
21
時
、
土
・
日
・

　

祝
日
9
時
〜
18
時
】

・
（
社
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

℡
０
３
・
５
７
８
５
・
３
４
０
０

・
近
畿
総
合
通
信
局

℡
０
６
・
６
９
４
２
・
０
８
２
０

●
共
聴
施
設
に
関
す
る
こ
と

・
日
本
C
A
T
V
技
術
協
会

℡
０
１
２
０
・
７
７
４
・
６
７
３

●
個
別
受
信
可
否
の
調
査
、テ
レ
ビ
、

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
こ
と

・
全
国
電
機
商
業
組
合
連
合
会

℡
０
３
・
３
８
３
２
・
５
０
２
１

●
デ
ジ
タ
ル
放
送
全
般
に
つ
い
て

・
役
場
企
画
課

注）　具体的な設備の改修方法につい
　ては、設備を設置した工事施工業者   
　またはメンテナンスしている保守管  
　理業者などにご相談ください。

地上アナログ

放送用アンテナ

地上デジタル放送
用 UHF アンテナ
追加

ヘッドアンプ
追加または交換

電源設備
交換

幹線増幅器
交換

※役場各課など主な施設の電話番号は、13 ページにあります。
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山
陰
海
岸
を
〝
世
界
の
公
園
〞
に

　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
が
動
き
出
す

　

〝
山
陰
海
岸
を
ジ
オ
パ
ー
ク
（
世
界
地
質
公
園
）
に
！
〞 

　

か
つ
て
世
界
自
然
遺
産
の
国
内
候
補
地
に
も
な
っ
た
山
陰
海
岸
を
ジ

オ
パ
ー
ク
に
し
よ
う
と
、
７
月
16
日
、
関
係
市
町
な
ど
で
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

地
質
学
の
分
野
で
は
大
変
貴
重
と
い
わ
れ
て
い
る
山
陰
海
岸
を
、
日

本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
と

は
何
か
？
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
っ
て
何
？

山
陰
海
岸
・
香
住
海
岸
の
魅
力

推
進
協
議
会
の
設
立

　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
実
現
は
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
構
成
す
る

３
府
県
の
連
携
な
く
し
て
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。
各
府
県
・
市
町
・
関

係
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
に

向
け
、
日
本
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー

ク
認
証
第
１
号
を
目
指
し
、
７
月

16
日
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
山
陰
海
岸
の
魅

力
を
再
認
識
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
遊
覧
船
か
す
み
丸
の
赤
松
雅

子
船
長
（
香
住
区
境
）
も
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
美
町
も
山
陰
海
岸
国
立
公

園
の
中
心
に
位
置
す
る
ま
ち
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

香
住
海
岸
の

代
表
的
な
景
観めがね島 鷹の巣島（インディアン島） 今子浦海岸

　

山
陰
海
岸
国
立
公
園
は
、
網
野

海
岸
（
京
都
府
京
丹
後
市
）
か
ら

鳥
取
砂
丘
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）
ま

で
の
海
岸
線
、
約
75
㎞
に
わ
た
る

地
域
で
、
昭
和
38
年
に
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
の
久
美
浜
湾
、
小
天
橋
や
西

の
鳥
取
砂
丘
は
、
上
流
の
川
か
ら

流
さ
れ
た
砂
や
土
が
堆
積
し
て
河

口
に
独
特
の
地
形
を
作
り
出
し
て

い
て
、
中
央
の
但
馬
海
岸
は
地
殻

変
動
や
火
山
活
動
、
波
に
よ
る
浸

食
で
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
は
、
日
本
が
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
と
陸
続
き
だ
っ
た
時
代

か
ら
日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る
ま

で
の
地
質
の
変
化
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の

中
心
部
に
位
置
す
る
香
住
海
岸
は

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、

最
も
そ
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
海
岸
と
な
っ
て
お
り
、
国
指

定
天
然
記
念
物
の
「
鎧
の
袖
」
や

「
鷹
の
巣
島
」（
通
称
「
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
島
」）
な
ど
の
奇
岩
や
今
子

浦
海
岸
の
千
畳
敷
な
ど
す
ば
ら
し

い
景
観
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
15
ヵ
国
、
50
ヵ

所
が
Ｇ
Ｇ
Ｎ
に
加
盟
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
加
盟
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
陰
海
岸
は

日
本
で
第
１
号
の
認
証
を
目
指
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

▲国指定天然記念物　鎧の袖

▲山陰海岸の魅力を再認識するフォーラ
　ムも開催された

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
世
界
地
質
公

園
と
訳
さ
れ
、
世
界
遺
産
に
次
ぐ

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
界
遺
産
の
よ
う
に

保
護
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
地

形
や
地
質
な
ど
の
学
術
的
、
文
化

的
な
価
値
を
、
研
究
や
教
育
、
観

光
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
認
定
を
担
当
す
る

ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
）
が
支

援
し
て
い
る
「
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）」
の
認
証

を
受
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ

り
、
質
が
高
い
こ
と
が

保
障
さ
れ
、
世
界
的
な

知
名
度
が
高
ま
り
ま
す
。
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京
都
府
か
ら
鳥
取
県
ま
で
、
約
75
㎞

に
及
ぶ
山
陰
海
岸
国
立
公
園
は
、
変
化

に
富
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
を
中
心
に
、

奇
岩
・
洞
門
な
ど
、
山
陰
特
有
の
多
彩

な
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
そ
の
中
心
部
に
位
置
す

る
香
住
海
岸
は
、
今
子
浦
や
三
田
浜
な

ど
の
美
し
い
海
岸
と
と
も
に
、
鎧
の
袖

や
め
が
ね
島
、
さ
ら
に
は
釣
鐘
洞
門
な

ど
、
長
年
に
わ
た
る
日
本
海
の
荒
波
で

浸
食
さ
れ
た
独
特
の
景
観
を
形
作
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
景
観
が
四
季
折
折
、

朝
夕
に
、
変
化
し
て
い
く
様
は
、
多
く

の
人
々
に
強
い
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
こ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
香

住
海
岸
、
山
陰
海
岸
を
、
一
層
、
観
光

資
源
と
し
て
知
名
度
を
高
め
、
多
く
の

人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
こ

の
た
び
、
関
係
市
町
等
が
連
携
し
て
、

ジ
オ
パ
ー
ク(

世
界
地
質
公
園)

構
想
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

3
年
前
に
は
、
世
界
自
然
遺
産
の
候

補
に
も
な
っ
た
ほ
ど
の
、
地
質
的
に
も

優
れ
た
海
岸
で
す
。
香
美
町
も
推
進
運

動
の
中
核
と
な
っ
て
、
そ
の
実
現
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

香
美
町
長

　

周
囲
を
山
林
と
海
に
囲
ま
れ
、

平
野
部
が
限
ら
れ
た
香
住
区
は
、

既
成
市
街
地
は
か
な
り
密
集
し

た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
香
住
区
の
一
日
市
か
ら

香
住
に
至
る
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の

東
側
の
農
地
と
丘
陵
地
が
、
新

た
な
宅
地
開
発
の
適
地
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
香

住
山
手
」
地
域
で
す
。
若
者
や

団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
町
外
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
し
て
い
る
今
、

新
た
な
住
宅
地
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
は
、
町
の
活
性
化
に
向
け
、

大
き
な
追
い
風
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
整
備
と
合
わ
せ
て

宅
地
の
利
用
増
進
を
目
的
に
、

平
成
10
年
に
施
行
者
で
あ
る
「
香

美
町
山
手
土
地
区
画
整
理
組
合

（
旧
香
住
町
山
手
土
地
区
画
整
理

組
合
）」（
組
合
員
数
１
０
４
人
）

が
設
立
さ
れ
、
土
地
区
画
整
理

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

工
事
も
進
み
、
い
よ
い
よ
９
月

か
ら
、
全
１
１
７
区
画
（
1
区

画
平
均
面
積
２
０
０
㎡
･
約
60

坪
）
の
分
譲
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

 
9
月
1
日
か
ら
「
香
住
山
手
」
分
譲
は
じ
ま
る
【
9
月
1
日
（
土
）、
2
日
（
日
）
現
地
説
明
会
開
催
】

 
新
た
な
住
宅
地
で
、
新
生
活
を
！

　

こ
の
「
香
住
山
手
」
地
域
は
、

香
住
バ
イ
パ
ス
（
愛
称
「
山
手

バ
イ
パ
ス
」）
が
縦
貫
し
、
地
域

高
規
格
道
路
「
香
住
道
路
」
の

イ
ン
タ
ー
ま
で
数
分
と
、
大
変

交
通
の
便
の
よ
い
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
は
、

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
下
を
く
ぐ
り

公
立
香
住
総
合
病
院
付
近
と
「
香

住
山
手
」
地
域
と
を
結
ぶ
町
道

山
手
若
松
線
も
開
通
予
定
で
す
。

ま
た
、
役
場
本
庁
舎
や
医
療
機

関
、
小
中
学
校
な
ど
に
も
大
変

近
く
、
生
活
条
件
に
恵
ま
れ
た

す
ば
ら
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
香
住
山
手
」
地
域
で
、
新

し
い
生
活
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
今
回
の
広
報
に

綴
じ
込
み
の
「『
香
住
山
手
』
土

地
分
譲
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平成 21 年度開通予定！
町道山手若松線

←

●
現
地
説
明
会
開
催

・
と　

き　

9/1
（
土
）、
9/2
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

・
と
こ
ろ　

香
住
山
手
分
譲
地

　
　
　
　
　

（
上
記
地
図
参
照
）

現地説明会
会　場

←

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　

香
美
町
山
手
土
地
区
画
整
理
組
合

事
務
局
（
役
場
建
設
部
建
設
課
内
）

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
９
６
６

※役場各課など主な施設の電話番号は、13 ページにあります。
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夏
場
の
観
光
客
の
集
客
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
昭
和
53

年
に
は
じ
ま
っ
た
香
住
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
。

　

毎
年
、
海
上
花
火
大
会
や
う
み

の
ひ
ろ
ば
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑

わ
い
ま
す
。
中
で
も
数
千
発
の
花

火
が
日
本
海
を
色
鮮
や
か
に
染

め
る
海
上
花
火
大
会
は
、
兵
庫

県
下
の
四
大
花
火
大
会
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、「
花
火
大
会
と
言

え
ば
香
住
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

町
外
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
第
30
回
と
な
っ

た
今
年
の
ま
つ
り
は
、
一
段
と

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
し
お
か
ぜ
香
苑
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

〝
海
の
よ
さ
こ
い
踊
り
〞
開
催

　

天
神
破
魔
太
鼓
（
香
住
区
）
を

皮
切
り
に
、
井
上
派
糸し

と

う東
流
空
手

の
演
武
（
香
住
区
）
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
〝
海
の
よ
さ
こ
い

踊
り
〞
を
開
催
し
、
御
崎
子
供
会

（
香
住
区
）
や
栃
の
実
グ
ル
ー
プ

（
小
代
区
）
を
は
じ
め
、
但
馬
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
7
団
体
が
、
そ
れ

香
美
町 

海
の
祭
典　

第
30
回 

香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

盛
大
に
終
わ
る
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▲たらいこぎ大会
　イルカクラス優勝 M's ファミリー ワイルドトノス

▲かえる島絵馬祈願▲矢田川鮎まつり ▲川下祭「子供相撲大会」

ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
高
砂

高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部
の
軽
快
な

演
奏
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
海
上
花
火
大
会

　

北
近
畿
初 

尺
玉
30
連
発
も
！

　

1
時
間
で
、
２
千
８
０
０
発
。

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
な

ど
、
海
上
の
2
隻
の
台
船
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は
、
爆
音
と

と
も
に
色
と
り
ど
り
の
大
輪
を

咲
か
せ
ま
し
た
。
最
後
は
北
近
畿

で
初
め
て
と
な
る
尺
玉
30
連
発

で
締
め
く
く
ら
れ
、
約
4
万
6
千

人
の
観
客
が
、
大
迫
力
に
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

●
う
み
の
ひ
ろ
ば

　

た
ら
い
こ
ぎ
大
会
で
は
、
町
内

外
か
ら
34
チ
ー
ム
が
参
加
。
波
が

高
く
転
覆
す
る
チ
ー
ム
が
続
出
す

る
な
か
、
イ
ル
カ
ク
ラ
ス
は
M's
フ

ァ
ミ
リ
ー 

ワ
イ
ル
ド
ト
ノ
ス
、

マ
ン
ボ
ウ
ク
ラ
ス
で
は
シ
モ
ノ

ハ
ー
マ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
大
会
で
は
、〝
長
靴
飛

ば
し
〞
な
ど
が
企
画
さ
れ
、
詰
め

掛
け
た
子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ

ぎ
。
52
区
画
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

力
自
慢
40
人
が
集
ま
っ
た
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
吉
本

雄
一
さ
ん
（
香
住
区
一
日
市
）
が

優
勝
し
、〝
男
の
中
の
男
〞
の
栄

誉
を
文
字
通
り
腕・

ず・

く・

で
勝
ち
取

り
ま
し
た
。　

▲勇壮な炎の舞万灯の火祭り

▲

今
年
11
回
目
と
な
る
映
画
「
ス

ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
高
砂
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
部
に
よ
る
〝
ま
つ
り
の
夜
長
は

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
〞
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行政トピックス

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
と
は
・
・
・

　

地
球
温
暖
化
防
止
「
国
民
運
動
」
の
愛
称
で
、
京
都
議

定
書
に
よ
る
日
本
の
目
標
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

６
％
の
削
減
で
す
。

　

世
界
に
約
束
し
た
こ
の
目
標
を
実
現
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
将
来
に
わ
た
る
豊
か
な
生
活
環
境
を
維
持
・
継
続
さ

せ
る
た
め
の
大
規
模
な
国
民
運
動
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
国
家
・
地
球
規
模
へ
展

開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
も
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
よ
り
一
層
、
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
を
努
め
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
省
資
源
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
活
動
内
容

　

①
冷
房
は
28
℃
に
設
定
、
②
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
る
、

　

③
エ
コ
製
品
を
選
ぶ
、
④
ス
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、

　

⑤
過
剰
包
装
を
断
る
、
⑥
使
わ
な
い
と
き
は
、
コ
ン
セ

　

ン
ト
か
ら
抜
く

●
実
施
期
間　

平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
部
総
務
課

 
み
ん
な
で
止
め
よ
う
温
暖
化　

  

 
町
役
場
も
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
に
参
加

　

今
年
１
月
に
制
定
さ
れ
た
町
民
歌

に
合
わ
せ
て
行
う
「
香
美
町
い
き
い

き
体
操
」
を
創
作
し
ま
し
た
。「
下

肢
の
筋
力
強
化
」「
腰
痛
予
防
」「
転

倒
予
防
」「
肩
こ
り
予
防
」
の
効
果

が
あ
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る

体
操
と
し
て
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

体
操
の
手
順
な
ど
は
、
今
回
の
広

報
に
綴
じ
込
み
の
『
い
き
い
き
体
操
で
健
康
づ
く
り
』
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
継
続
し
て
「
い

き
い
き
体
操
」
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
に
無
償
で
配
布
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

町
い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー 

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

「
い
き
い
き
体
操
」
で
健
康
づ
く
り
を
！

　

平
成
18
・
19
年
度
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
の
際

に
も
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
が
、
経
営
規
模
等
評
価
結
果

通
知
書
（
経
審
）
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
と
、
建
設
工

事
の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

通
知
書
の
有
効
期
限
は
、
建
設
業
法
に
よ
り
審
査
基
準
日

か
ら
1
年
7
ヵ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
が
切

れ
る
前
に
、
新
た
な
通
知
書
（
写
し
）
を
総
務
課
ま
で
ご
提

出
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
部
総
務
課

 

経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
（
経
審
）
の

有
効
期
限
切
れ
に
注
意
！

北
但
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
建
設

建
設
予
定
地 

再
選
定
へ

　

豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町
の
１
市
２

町
は
、
共
同
で
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
と
し
、
北
但
行
政
事
務
組
合
を

事
業
主
体
と
し
て
、
平
成
16
年
に
豊
岡
市
上

郷
を
建
設
予
定
地
と
定
め
、
施
設
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
地
区
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ

う
全
力
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
７
月
24
日
夜
、
上
郷
区
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、「
生
活
環
境
調
査
の
実
施
に

同
意
し
な
い
」
と
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
環
境
調
査
は
、
施
設
を
建
設
す
る
場
合

に
そ
の
実
施
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
た
調

査
で
す
の
で
、
今
回
の
調
査
実
施
に
同
意
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
上
郷
で
の

建
設
は
事
実
上
、
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

北
但
行
政
事
務
組
合
は
、
上
郷
で
の
建
設
を

断
念
し
、
改
め
て
一
か
ら
候
補
地
を
選
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
北
但
の
1
市
2
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
平
成
25
年
頃
に
は
耐
用
年
数
が
や
っ
て

き
ま
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
は
、
必
ず
ど
こ
か
に
建
設

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
、
北

但
行
政
事
務
組
合
は
、
早
急
に
新
た
な
候
補

地
の
選
定
を
行
い
、
目
標
で
あ
る
平
成
24
年

度
の
完
成
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●「青少年健全育成に！」　　

　荒垣一彦さん（香住区香住）

●「図書教育普及に！」

　図書活動をすすめる会（香住区）

　（代表　麻生興平さん）

 多額のご寄附を
ありがとうございました

 感謝状を贈りました
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今
年
6
月
か
ら
駐
車
場
な
ど
を
含

む
病
院
敷
地
内
を
全
面
禁
煙
と
し
た

公
立
香
住
総
合
病
院
で
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
但
馬
で

初
め
て
保
険
適
用
が
可
能
と
な
る
禁

煙
外
来
を
は
じ
め
ま
し
た
。

●
次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
保
険
診
療
が
可
能
で
す
。

　

①
た
ば
こ
を
1
日
20
本
以
上
、
10
年
以
上
吸
い
続
け
て
い
る
人

　

②
は
っ
き
り
「
や
め
る
」
と
い
う
意
思
表
示
を
し
た
人

　

③
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
テ
ス
ト
に
合
致
す
る
人

●
診
療
お
よ
び
本
人
負
担

　

通
常
5
回
診
療
を
基
本
と
し
、
保
険
診
療
の
場
合
、
自

己
負
担
は
お
お
む
ね
５
千
５
０
０
円
程
度
。

●
診
察
内
容
な
ど

　

禁
煙
補
助
剤
「
禁
煙
パ
ッ
チ
」
の
処
方
（
料
金
は
別
）

　

通
常
は
２
ヵ
月
程
度
で
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
る
人
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
ま
す
。

●
診
療
科　

外
科
・
胃
腸
科

●
問
い
合
わ
せ
先　

公
立
香
住
総
合
病
院

 
公
立
香
住
総
合
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

　

現
在
、
公
立
村
岡
病
院
の
眼
科
は
、
公
立
八
鹿
病
院
か
ら

週
1
回
の
眼
科
医
師
の
派
遣
に
よ
り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
9
月
か
ら
公
立
八
鹿
病
院
の
眼
科
が
縮
小
さ
れ
る
た
め
、

公
立
村
岡
病
院
へ
の
眼
科
医
師
の
派
遣
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
公
立
村
岡
病
院
の
眼
科
診
療
は
、

9
月
か
ら
休
止
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
眼
科
を
受
診
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ほ
か
の
医
療
機
関

へ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
眼
科
の
投
薬
の
み

の
受
付
、
処
方
も
行
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

公
立
村
岡
病
院　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
１
１
１

 

公
立
村
岡
病
院　

 

9
月
か
ら
眼
科
診
療
を
休
止

　

現
在
、
豊
岡
病
院
で
行
っ
て
い
る
眼
科
の
入
院
治
療
と
通

常
の
手
術
治
療
を
、
9
月
か
ら
日
高
病
院
へ
全
面
移
行
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
豊
岡
病
院
で
は
、
入
院
と
通
常
手
術
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

外
来
治
療
は
両
病
院
で
維
持
し
ま
す
が
、
豊
岡
病
院
の
外

来
は
、
現
行
の
3
診
週
5
日
体
制
か
ら
、
1
診
週
3
日
体
制

（
火
、木
、金
の
午
前
・
午
後
）
に
縮
小
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
高
病
院
で
は
眼
科
セ
ン
タ
ー
内
に
、
紹
介
状
を

お
持
ち
の
方
、
術
後
経
過
観
察
中
の
方
、
豊
岡
市
日
高
町
の

初
診
の
方
を
対
象
と
し
た
外
来
を
設
置
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合　

℡
０
７
９
６
・
22
・
６
１
１
１

 
公
立
豊
岡
病
院 

眼
科　

入
院･

手
術
を
日
高
病
院
へ

 
9
月
か
ら
日
高
病
院
に
「
眼
科
セ
ン
タ
ー
」
設
立

　

●
「
海
の
日
」
海
事
関
係

　
　

功
労
者
大
臣
表

　
　

（
多
年
に
わ
た
り
港
湾
統

　
　

計
調
査
・
報
告
に
貢
献
）

　
　

但
馬
漁
業
協
同
組
合

　
　

柴
山
支
所

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

 

●
禁
煙
外
来
（
保
険
適
用
可
）
開
始  

 

●
8
月
1
日
オ
ー
プ
ン 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
も
く
れ
ん
」

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
も
く
れ
ん
」
は
、
在
宅
で
の

要
介
護
者
の
依
頼
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内

容
を
定
め
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
の
連
絡
調
整
、
介
護
保
険
施
設
へ
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
業
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
住
病
院
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
も
く
れ
ん
」

　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
６
７

皆
さ
ん
の
声
を
町
長
へ

『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
ご
意
見
紹
介

小
・
中
学
校
球
技
大
会
の
今
後
の
あ
り
方

は
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
！

　

近
年
、
少
子
化
が
進
む
な
か
、
児
童
生
徒

数
が
減
少
し
、
競
技
種
目
に
よ
っ
て
は
、
選

手
確
保
が
困
難
な
地
区
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
の
球
技
大
会
の
あ
り
方
や

種
目
の
見
直
し
の
時
期
に
き
て
い
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
学
年
・
学
校
間

の
交
流
で
多
く
の
生
徒
が
参
加
で
き
る
大

会
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
た
な
競
技
種
目
の
採
用
や
、

合
併
に
よ
る
三
区
で
の
一
体
化
が
図
れ
る

大
会
運
営
な
ど
課
題
を
協
議
し
、
本
年
度
中

に
方
向
付
け
す
る
予
定
で
す
。

　

子
連
協
な
ど
関
係
団
体
と
協
議
を
行
い
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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行政トピックス

 特色ある活動で地域の活性化に取り組む“がんばる団体”のご紹介！　　

 私たち、こんなことに取り組んでいます！

柴山の海は、私たちのステージ 　柴山地区　香住海洋クラブ

　小学校 4 年生から大人までを対象とする海
洋スポーツ教室、京阪神の小学生と交流するサ
マーキャンプ、町内小学校の自然学校の海洋教

室などに取り組む香住海洋クラブ（平成 8年発
足、子どもから大人まで約 40 人が所属）は、
海洋スポーツを通じ、ふるさとの海と親しみ、
この海をかけがえのない財産として守ってほし
いという気持から発足しました。
　会長の塩谷政弘さんは「ヨットやカヌーは水
面すれすれの日常とは違う視点で、自分たち
が住む地域を見つめることができます。ふるさ
と“柴山の海”をステージに体験した思い出は、
大人になっても忘れない。たとえ都会へ出ても、
自分のふるさとには、こんないいところがある
んだと自信を持って語ることができます。海洋
スポーツを通じ、子どもたちの中にまかれたふ
るさとを愛する心の種は、いつか必ず芽を出す
でしょう」と熱く語ってくれました。　

小代の良い所を将来へつなぐため 　小代地区　香美町商工会青年部小代支部

　“みかた残酷マラソン大会”会場の草刈り作
業、“ふるさと小代夏まつり”の模擬店、花いっ
ぱい運動、年３回の「かわら版」発行などに取

り組む香美町商工会青年部小代支部（旧美方町
商工会青年部・昭和48年発足、若者22人で構成）。
　昨年は小代物産館前に人々が集いくつろぐ
“あずまや”を建て、今年の“ふるさと小代夏
まつり”では、小代区の特産品をモチーフにし
た「香美超戦隊オジレンジャー」を結成、祭り
を盛り上げるなど、エネルギッシュに活動して

います。支部長の小林良
か ず ひ と

斉さんは「今後は、こ
のオジレンジャーを通じ、子どもから大人まで、
皆さんに、小代の特産品の PR や環境問題、ま
ちづくりの呼びかけをしていきたい」と語って
くれました。
　さまざまな活動を通し、地域の活性化を目指
し、地域の良い所を見つめ直す研修を重ね、“将
来につながる環境づくり”に取り組んでいます。

親睦会から“形ある村おこし”へ 　村岡地区　瀞川太鼓保存会

  板仕野区の瀞川稲荷神社のまつりで演奏を披
露する瀞川太鼓保存会（昭和 59 年発足）。地区
外から嫁いできた女性が多いなか、「地元に慣れ

親しんでもらうために、若い人が集まる場所が
必要ではないか」と当時の区長らが中心となっ
て婦人グループを設立。“何か形のある村おこ
しを”と考え出されたのが瀞川太鼓です。
　演奏曲や振付なども、地元の人が考え、当初

は、“桶
お け

”を太鼓代わりに演奏していましたが、
太鼓を少しずつ増やし現在に至っています。演
奏曲は、「瀞川稲荷奉納太鼓」と「瀞川清流の舞」。
　代表の岡田光子さんは「メンバーは、子育て、
家事、仕事、そして太鼓の練習と忙しい日々を
送っていますが、何よりも地域づくりを誇りに
頑張っています。200 年余り奉り続けられてき
た瀞川稲荷神社と板仕野の名を、少しでも多く
の人に知ってもらいたい一心で活動を続けてい
ます」と抱負を語ってくれました。
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求人情報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 19 年 7 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人数 事業所名 職種 年齢 人数

㈱西山工務店 現場監督 22 ～ 45 1 新日本ガード (有) 交通誘導警備員 不問 3

(有)セイシン創建 営業（土木、地盤改良工事）50 以下 1 富士産業㈱神戸事業部 栄養士 / 管理栄養士 20～ 50 1

㈱株本産業 採石業業務管理者 不問 1 ヤマモトロープ 販売、事務 35～ 50 3

寺田ガス㈱ 営業 不問 2 ㈱ライフアート 縫製・仕上 50 以下 2

㈱ライフアート 裁断 40 以下 1 矢田川開発㈱ 清掃業務ほか 不問 1

㈱北近畿クボタ 営業サービス職 35 以下 3 ㈱香美町観光公社
（フロント業務）

7:00 ～ 16:00 50 以下 1

(有)もりひろ商店 水産加工員 不問 1 16:00 ～ 22:00 50 以下 1

(有)かどや
スキューバダイビング
ショップ、旅館接客

18 ～ 35 2 やまだ歯科医院 歯科衛生士 30 以下 2

(有)アイ・ティー
飲食業接客 不問 2 旅館 佐小 接客 18～ 45 3

飲食業調理師見習い 不問 2 ㈱トヨダ
（香住店）

販売・夜間 20～ 58 1

(有)三七十 調理師見習い 不問 1 販売 18～ 58 1

マルカツ水産 工場管理者 30 以下 1 ㈱トヨダ
（イートバリュー香住店）

販売 20～ 55 1

村岡日石㈱ ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ販売員 40 以下 2 食品製造 18～ 55 2

入江精密工業 (有) 機械加工（オペレーター） 不問 2 ほかほか弁当但馬飯 弁当の製造販売 不問 1

エイワ電器㈱ 製造工員 18 ～ 45 2 ㈱蔵平水産 製造包装員 20～ 60 2

酒膳めいぷる 接客係 18～ 40 1

(有)三宝 接客、洗い場、清掃など 不問 2

▽パートほか（正社員以外）
鉄板焼かわ田
フロアスタッフ

11 時～ 15 時 不問
不問

3
事業所名 職種 年齢 人数 17 時～ 23 時

たじま農業協同組合
介護支援業務 50 以下 １ 11 時～ 23 時 不問 1

居宅介護支援業務 55 以下 １
(有)アイ・ティー

飲食業接客 不問 2

㈱ナカケー レジ部（村岡店） 不問 2 飲食業調理師見習い 不問 2

㈱コメＲ - コメリハード
アンドグリーン村岡店

販売員（パート）45 以下 2 (有)三七十 雑役 不問 1

販売員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 45 以下 2 村岡日石㈱ 給油・洗車スタッフ 不問 2

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（7/1 ～ 7/31）の届出分の内、承諾を得た
　方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（7/1 ～ 7/31）の届出分
の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・
敬称略）

ご逝去 慎んで、お悔やみ申し上げます

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　下 水 道 課　39・2053　　水　道　課　36・0420
議会事務局　36・1963　　村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

道路は、みんなのもの。ゴミ・空き缶のポイ捨て、無断の張り紙、はみ出し看板の設置はやめましょう。

◆緑の募金（お礼）◆

　皆さんのご協力により、今
年度の緑の募金は、町全体で
1,390,008 円になりました。多
額のご寄付をいただき誠にありが
とうございました。
　この募金は、森林整備をはじめ、
森林ボランティアの活動支援、集
落や学校の緑化事業の取り組みな
どに役立てられています。
　皆さんからの募金により、緑豊
かな町づくりを目指し、町内の緑
化を推進していきますので、今後
とも深いご理解を賜りますようよ
ろしくお願いします。
●問い合わせ先
　役場産業部農林水産課

◆食中毒を予防しよう！◆

夏は気温 ･湿
気が高くなるの
で、例年食中毒
がおきやすい時
期です。

次のことに気をつけて食中毒
を予防しましょう。
●細菌をつけない【清潔】
・丁寧な手洗い！調理器具を綺麗に！
・食品はきちんと包んで保存を！
●細菌を増やさない【迅速】
・調理した料理は早めに食べる！
・仕出し料理等はその場で食べ
て家に持ち帰らない！
●細菌をやっつける【加熱か冷却】
・加熱は 75℃で一分間以上、中
心部までしっかり！

・冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－ 18
℃以下に！
●問い合わせ先
豊岡健康福祉事務所食品衛生課

℡0796・26・3664

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

７
月
８
日
、
梅
雨
の
中
休
み

の
晴
天
の
な
か
、
村
岡
区
日
影

の
日
本
の
滝
百
選
の
一
つ
猿
尾

滝
で
、
第
17
回
猿
尾
滝
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
へ
続
く
遊
歩
道
で
は
、
涼

し
げ
な
水
の
流
れ
を
前
に
、
全

長
約
60
ｍ
の
〝
そ
う
め
ん
流
し
〞

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
の
前
に

そ
う
め
ん
が
流
れ
て
く
る
た
び

に
、
参
加
者
の
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
猿
尾
滝
に

ち
な
ん
だ
川
柳
の
展
示
や

魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
も

行
わ
れ
、
訪
れ
た
家
族
連

れ
ら
は
、
夏
本
番
を
前
に

早
く
も
〝
涼
〞
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
静
か
な
猿
尾

滝
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
17
回
猿
尾
滝
ま
つ
り

滝
の
涼
と
、
そ
う
め
ん
流
し
60
ｍ

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

香
美
町
子
育
て
合
同
交
流
会

昔
の
人
た
ち
の
生
活
も
結
構
楽
し
い

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

7
月
3
日
、小
代
区
の
〝
古

代
体
験
の
森
〞
で
、
香
美
町

子
育
て
合
同
交
流
会
が
開
さ

れ
、
町
内
3
区
の
子
育
て･

子
育
ち
支
援
セ
ン
タ
ー
の
親

子
ら
約
１
０
０
人
が
一
堂
に

会
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
縄
文
時
代

の
竪
穴
式
住
居
を
見
学
し
た

り
、
昔
の
火
の
お
こ
し
方
を

体
験
し
た
り
、
ま
た
、
昼
食

に
は
、
赤
と
黒
の
古
代
米
で

作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る

な
ど
し
、
昔
の
人
の
生
活
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

香
住
区
大
谷
か
ら
参

加
し
た
小
谷
弥
生
さ
ん

は
「
古
代
米
は
普
段
食

べ
ら
れ
な
い
か
ら
、
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
目

を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て

興
味
津
々
な
表
情
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

7
月
22
日
、
香
住
区
の
今
子

浦
海
水
浴
場
で
、「
か
え
る
島

絵
馬
祈
願
」
と
「
か
え
る
飛
ぶ
？

大
会
」
が
開
催
（
香
住
観
光
協

会
主
催
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
え
る
島
を
望
む
公
園
で
行

わ
れ
た
絵
馬
祈
願
で
は
、
観
光

関
係
者
ら
約
30
人
が
集
い
、
昨

年
か
ら
奉
納
さ
れ
て
い
た
〝
か

え
る
絵
馬
〞
を
焼

し
ょ
う
の
う納

し
、
願
い

事
の
成
就
を
祈
り
ま
し
た
。
神
事
が
終
わ
る
と
、
早
速
、

観
光
客
ら
が
新
し
い
絵
馬
を
納
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浜
辺
で
行
わ
れ
た
〝
か
え
る
飛
ぶ
？
大
会
〞

で
は
、
町
内
外
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
50
人
が
参
加

し
、
大
中
小
の
か
え
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
か
ら
1
つ
選
び
、

竹
な
ど
で
作
ら
れ
た
装
置
を
足
で
踏
み
、
て
こ
の
原
理

で
カ
エ
ル
を
飛

ば
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
養

父
市
の
藤
井
か

す

み

さ

ん

で
、

飛
距
離
13
ｍ
90

㎝
で
し
た
。
勢

い
よ
く
踏
み
込

ん
で
、
５
ｍ
70

㎝
を
記
録
し
た

秦
瑠り
ゅ
う
げ
ん

彦
く
ん
（
香

住
区
一
日
市
・

6
歳
）
は
「
海

ま
で
飛
ば
し
た

か
っ
た
の
に
…
。

ち
ょ
っ
と
悔
し

い
」
と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

か
え
る
島
絵
馬
祈
願
、〝
か
え
る
飛
ぶ
？
〞
大
会

香
美
町
に
、
ま
た
〝
かく

る

え
る
〞
か
ら
ね
！

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

ケロケ
ロー
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7
月
28
日
、
村
岡
区
長
瀬

の
矢
田
川
沿
い
に
あ
る
大お

お

な

る平

公
園
で
、「
自
然
と
の
共
生

を
め
ざ
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
射
添
矢
田
川
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ア
ユ
の
塩
焼

き
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
は
じ

め
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
が
催

さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

矢
田
川
の
浅
瀬
に
用
意
さ

れ
た
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
の
会

場
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
待
ち
き
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
服
が
濡
れ
る
の
も
構

わ
ず
に
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
な

ど
で
水
遊
び
を
は
じ
め
、
気

持
よ
さ
そ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
で
人

気
だ
っ
た
ア
ユ
の
塩

焼
き
を
食
べ
た
村
岡

区
入
江
の
片
山
美み

お桜

ち
ゃ
ん
（
5
歳
）
は
、

「
ち
ょ
っ
と
熱
か
っ
た

け
ど
、
お
い
し
か
っ

た
」
と
お
母
さ
ん
の

手
を
握
っ
て
照
れ
臭

そ
う
に
感
想
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

第
17
回
射
添
・
矢
田
川
ま
つ
り

集
い
、
遊
び
、
共
に
生
き
る
矢
田
川
と
！

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

　

７
月
21
日
、
小
代
区
大

谷
の
ゴ
ン
ド
ラ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
駐
車
場
で
、
第
30

回
ふ
る
さ
と
小
代
夏
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
ず
ら
り

と
夜
店
が
並
ん
だ
会
場
で

は
、
大
勢
の
来
場
者
が
、

祭
り
の
夜
長
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
で
は
新

屋
区
の
お
だ
ん

ご
会
に
よ
る
南

中
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
や
香
美
町
商

工
会
青
年
部
小

代
支
部
の
皆
さ

ん
ら
が
考
え
出

し
た
「
香
美
超

戦
隊
オ
ジ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」（
ギ
ュ

ウ
レ
ッ
ド
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
ブ

ル
ー
、
ス
ッ
ポ
ン
イ
エ
ロ
ー

の
ヒ
ー
ロ
ー
3
人
が
悪
を
退

治
す
る
）
の
芝
居
が
行
わ
れ
、

客
席
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思
い

で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

第
30
回
ふ
る
さ
と
小
代
夏
ま
つ
り        

        

  
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
思
い
が
、
い
っ
ぱ
い

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
思
い
が
、
い
っ
ぱ
い

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

7
月
24
日
、
香
住
区
三
谷

の
矢
田
川
河
川
敷
で
、
江
戸

時
代
に
始
ま
っ
た
伝
統
行
事

「
万
灯
の
火
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、

迫
力
満
点
の
炎
の
舞
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
暮
れ
ど
き
か
ら
始
ま
っ

た
火
祭
り
は
、
三
谷
区
の
皆

さ
ん
が
五
穀
豊
穣
と
無
病
息

災
を
祈
っ
て
奉
納
す
る
炎
の

舞
で
、
燃
え
盛
る
た
い
ま
つ

を
火
の
粉
を
撒
き
散
ら
し
な

が
ら
振
り
回
す
大
変
勇
壮
な

も
の
で
す
。

　

長
さ
4
〜
8
ｍ
の
竹
ざ
お
の
先
端
に
麦
わ
ら
の
束
を

取
り
付
け
た
た
い
ま
つ
は
、
火
が
つ
く
と
仕
掛
け
ら
れ

た
爆
竹
の
ご
う
音
が
鳴
り
響
く
な
か
、
瞬
く
間
に
大
き

な
炎
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

約
60
本
の
た
い
ま
つ
を
1

時
間
か
け
て
奉
納
し
た
後
、

会
場
中
央
に
集
め
ら
れ
た

麦
わ
ら
の
炎
を
、
約
20
人
が

竹
ざ
お
で
突
き
上
げ
る
と
、

大
き
な
火
柱
が
上
が
り
、
祭

り
も
最
高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　

京
阪
神
か
ら
訪
れ
た
男

性
は
「
恐
ろ
し
い
く
ら
い
す

ご
い
迫
力
」
と
言
い
な
が

ら
、
降
っ
て
く
る
灰
を
払

う
の
も
忘
れ
て
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
っ
て
い

ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
村
人
の
心
を
受
け
継
ぐ
万ま

ん

ど灯
の
火
祭
り

迫
力
満
点
、
勇
壮
〝
炎
の
舞
〞

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

　活イカに使用するのは、夏の香
住沖でとれるシロイカ（ケンサキ
イカ）。日没とともに灯る無数の
漁火。活イカとして使えるシロイ
カは、機械釣りではなく、手間を
かけて、一匹一匹丁寧に釣る“手
釣り”で釣り上げられたものだけ。
シロイカはちょっとした傷にも弱
く、すぐに透明感が鈍り鮮度が落
ちてしまうからです。そのため、
大量にとれず、地元でもなかなか
手に入りません。
　冷凍でも美味と言われるシロイ
カを「生きたままお客さんに食べ
てもらいたい」という要望に応え、
平成 12 年から旧柴山港漁協で取
り組み始め、同 15 年には旧香住
町漁協でも取り扱われるようにな
りました。
　活イカの流通に当初から関わっ
てきた但馬漁協直販加工部柴山直
販店課長の和田耕治さんは「今な
お、生態に不明なことが多いシロ
イカ。ストレスに弱く、水槽に入
れても長くは生きません。その上、
漁は気象状況などにも大きく左右
され、場合によっては、注文に応
じられないこともあります。漁業
者から買いつけ、旅館の厨房に無
事届くまで、神経の使いっぱなし
です。それだけ、貴重な食材でも
あります。しかし、なんとも言え
ない食感と甘みは、まさに絶品で
す」と苦労話を交えながら、説明
してくださいました。

▲活イカの姿造。鮮度抜群！透明感と食感がたまりません。

▲一匹一匹傷つけないように釣られる

▲包丁が入ると、力強く足が
　広がる。生きのいい証拠。

　

夏
休
み
も
は
じ
ま
り
、
町
内
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先

日
の
香
住
区
三
谷
の
「
万
灯
の
火
祭
り
」、

わ
ず
か
36
戸
の
集
落
が
行
う
祭
り
で
す
が
、

京
阪
神
か
ら
写
真
愛
好
家
の
団
体
が
詰
め
掛

け
る
な
ど
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
人
近
い
観

客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
２
０
０
年
前
に
始
っ
た
と
さ
れ
る

こ
の
祭
り
も
、
た
い
ま
つ
の
材
料
と
な
る
麦

わ
ら
の
確
保
が
困
難
に
な
り
、
約
30
年
間
中

断
し
て
い
ま
し
た
。
三
谷
区
の
人
が
鳥
取
県

で
麦
畑
を
見
て
、「
あ
の
麦
わ
ら
が
あ
れ
ば
、

火
祭
り
が
で
き
る
の
に
な
…
」
と
ふ
と
口
に

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
麦
わ
ら
探
し
が

始
ま
り
、
熱
意
が
実
っ
て
、
神
河
町
か
ら
麦

わ
ら
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
59
年
に
復
活
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が
大
き
な
魅
力
。
こ
こ
に

し
か
な
い
か
ら
、
大
勢
の
人
が
労
を
惜
し
ま

ず
遠
く
か
ら
で
も
や
っ
て
来
て
く
だ
さ
る
。

町
内
に
は
、
こ
う
し
た
〝
唯
一
無
二
〞
が
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。（
今
西
）

▲夕暮れどきから漁火が灯りはじめる香住海岸

透き通るほどの透明感！透き通るほどの透明感！
“活”に勝る新鮮は、なし！

夏季限定（6～ 9月）

活イカ絶品


